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メールでの「だましのテクニック」も巧妙になってきた うっかりすると術中に 
 
最近はアマゾンを名乗る偽メールを受けることが多くなった。もっともらしい内容である。
これを偽メールであると判断するのは難しい。それでもやはり偽メールである。 
 
多くの偽メールは、(spam)の⽂字が添えられているのであるが、このアマゾンのメールに
はこの⽂字がない。なかなか良くできたメールであると思う。受け取った⽂⾯とアマゾンか
らの正規のメールと⽐較した。 
 
偽メール その１   
 
正規のメールであれば、 
<news1420@silicontaiga.com>の表⽰ではない。                    
あて先にメールアドレスがフルで書き込まれている（べきである）。 
この⽇本語⽂は、どうみても⽇本⼈が書いたものではない。 
誤りもある 必要・ェあります。 
 

 



 
 
偽メール その２ 
 
発送者の表⽰が変わりました。 
⽂章内には誤字を含むなど、やはり⽋陥が存在しています。 
 
偽メール 

 



 

 
 
偽メール その３ 
 
私が他者（別住所）に送るために注⽂したとされる、その確認のメールです。 
アマゾンでは、アマゾンの Web サイトから注⽂をすると、私のメールアドレス宛に確認の
メールが⼊ってきます（安全のためにそうなっています）。この際、送り先も⽰されます。 
この偽メールでは、送り先には「郵便
番号、住所」が記されています。 
正規のメールであれば「宛名、郵便番
号、住所」です。 
また、この偽メールの住所には部屋
番号まで書いてあり、それは６階で
あることを⽰しています。Google 地
図では、グランドール調布に６階は
なさそうです。 
 
このメールが正規のメールと⼤きく違うところは、頭の部分 Amazon.co.jp の後ろの＜＞内
です。正規のものでは auto-confirm@amazon.co.jp となっています。 
 
このブログの後ろに、アマゾンからの正規メールのいくつかのパターン（実例）を⽰しまし
た。 
 
以下に少し⻑いですが、偽メール その３ を⽰しています。 



 
 

 



 
 
 

 
 
以上 偽メール その３ 
 
 



ここから下が Amazon からの正規メール 
 
書籍注⽂の確認メール 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
配送状況の通知 
 

 



注⽂書籍の品質、デリバリーに関するアンケート 
 

 
 
 
書籍案内のメール 
 

 


